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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

一般に, T 細胞受容体 (TCR) が γδの形質を持つ原発性皮膚 T 細胞リンパ腫 (CTCL) は著明に

予後不良で, 化学療法への抵抗性が知られている。今回我々は, CTCL-γδ 17 例の臨床病理学的特

徴を解析し, 皮下脂肪織炎様 T 細胞リンパ腫(SPTCL)の形態をとるグループにおいて治療反応性、

予後など臨床上比較的緩徐な経過をたどることを発見した。CTCL-γδ 17 例のうち, 6 例 が
SPTCL の形態をとり(CTCL-γδ with SPTCL feature), 11 例 が SPTCL の形態をとらなかった

(CTCL-γδ without SPTCL feature)。SPTCL の形態をとるもの (SPTCL、CTCL-γδ with SPTCL
feature)はTCRαβ, γδの形質に関わらず, 調査時点でそれぞれ 1例を除き生存しており, 同様に予

後は比較的良好で, 有意差はみられなかった。CTCL-γδ without SPTCL feature は診断後短期間

で死亡しているものもあり, 著明に予後不良であった。CTCL-γδ with SPTCL feature も, 今まで

予後不良とされていたが, このグループには予後良好群も含まれることが示唆された。 
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